
 

新規受験申請書の書き方（不備の多い事項について） 

 
「受験申請書の書き方」については，56 巻 12 号にて紹介を行ったが，最近また記載内容の不備が目立つようになった。

これは，新規受験者の増加によると思われる。不備の申請書類は，最悪の場合に受付ができなくなる。このことから，よ

く見受けられる不備の内容と問い合わせの多い質問について再度まとめた。注意をすれば簡単に防げる内容なので，受験

申請書提出前に再度確認をお願いしたい。さらに，本記事で紹介した以外にも注意の必要な事項があるので，各受験申請

書の同封資料を十分確認し，できれば JSNDI ホームページ（http://www.jsndi.jp/）の資格試験に関するページも参照い

ただきたい。なお，一次再試験，二次再試験，再認証試験の方は，前回紹介した 56 巻 12 号を参照下さい。 
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（ｃ）必要な訓練時間数の不足： 

受験申請するＮＤＴ方法・レベルにより 

クリアしなくてはならない合計訓練時間 

が異なる。申請に必要な最低訓練時間を 

確認して，訓練実施記録（受験申請受付 

日から遡って 5 年以内のもの）を添付する。 

（ｅ）添付する訓練実施記録の受験者署名及び印鑑がコピー（カラーコピーも）は不可： 

訓練実施記録の｢署名欄｣には，受験者本人が自筆署名及び 

押印（朱肉）し，新規受験申請書に添付する。 

（手順） 

① 訓練実施記録（原本）のコピーを準備する。 

② ①にボールペンで自筆署名する。 

③ ②の署名の横に押印する。 

例えば，添付書類が 5 枚ある場合は，5 枚全ての添付書

類に対して①②③を行う。 

（ａ）受験地コード記入漏れ： 

受験地区は春秋で設定が異なる。 

『日程表』で地区コードを確認して 

一次試験・二次試験受験地を記入 

すること。 

一次試験 
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二次試験
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合計訓練時間

 

 
 

８
 

４

非
破
壊 

② 

③

訓練を受けた者の氏名 非破壊 健太郎

訓練を受けた者の署名 非破壊健太郎
 印

NDT 方法・レベル PT  レベル２

（ｂ）受験者印鑑漏れ： 

受験者本人の印鑑を新規受験申請書類の 

正・副両方に押印する。 

押印 

 非 

破 

壊 

① 
NDT方法・レベル       【訓　練　実　施　記　録】 ／  枚 

訓練を受けた者の氏名

訓練を受けた者の署名 　　　　　　　　　　　　 印 証明日
　　＊原本には署名しないで下さい。

訓練時間 　　　  訓練実施機関（西暦．月．日）  　訓練者

　　　　　　　　　　　　 訓　練　内　容  （延時間）           　開始 　　 終了 氏名 押印 資格
 認証番号･

個人登録番号

印

印

印

印

印

印

印

印

印

印

印

印

印

印

印

上記のとおり訓練を実施したことを証明します。　   合計 時間

ﾌﾘｶﾞﾅ 電話
訓練責任者 印 役職名

氏名 ＦＡＸ

訓練先名称 〒
名称 所在地

実施場所

（訓練責任者の所属する会
社・団体・機関・学校等)

（ｅ）

1   5ＰＴ レベル２

非破壊 健太郎

32

○○○○○○            8  1999/06/07  1999/06/07    JSNDI    △○□   PT3 XXXXXXXX
○○○○○○            8  1999/06/08  1999/06/08    JSNDI    △○□   PT3 XXXXXXXX

○○○○○○            8  1999/06/09  1999/06/09    JSNDI    △○□   PT3 XXXXXXXX
○○○○○○            8  1999/06/10  1999/06/10    JSNDI    △○□   PT3 XXXXXXXX

【訓練実施記録】

（ｄ）雇用責任者の証明記入（印鑑）漏れ： 

新規受験申請書及び訓練実施記録の記載内容については，雇用責任者の証

明を受ける。自営者又は雇用責任者が受験申請する場合，本人が記入する。

84 

JIS Z 2305 非破壊試験技術者資格試験 新規受験申請書 

正 （ａ）

非 

破 

壊 

23 27 

（ｂ） 

雇用責任者の 

証明記入欄 

訓練実施記入欄 

受験票送付先記入欄 

受験に関する 

申請項目記入欄 

（ｃ） 

（d） 



 

 

 

 

 

 

 
×＜訓練内容と訓練実施日が不明確な例＞ 

訓練実施期間（西暦年月日） 
訓練内容 

訓練時間 
（延時間）＊ 開始 終了 

製品の超音波探傷試験 27.0 2007/10/01 2007/12/21 

    
◎＜訓練内容と訓練実施日がよく分かる例＞ 

訓練実施期間（西暦年月日） 
訓練内容 

訓練時間 
（延時間）＊ 開始 終了 

超音波探傷器の操作方法習得① 2.0 2007/10/01 2007/10/01 

超音波探傷器の操作方法習得② 2.0 2007/10/08 2007/10/08 

超音波探傷器の操作方法習得③ 2.0 2007/10/15 2007/10/15 

製品の垂直探傷① 3.0 2007/11/04 2007/11/04 

製品の垂直探傷② 3.0 2007/11/11 2007/11/11 

製品の垂直探傷③ 3.0 2007/11/18 2007/11/18 

製品の斜角探傷① 4.0 2007/12/07 2007/12/07 

製品の斜角探傷② 4.0 2007/12/14 2007/12/14 

製品の斜角探傷③ 4.0 2007/12/21 2007/12/21 

    
＊（延時間）の説明は下記Ｑ３を参照してください。 

 

◆ 受験申請関係で寄せられる質問 ◆ 

Ｑ１：現在出向しているのですが，連絡先は勤務先と出向先のどちらを書いたらよいですか。 

Ａ１：連絡がとれる連絡先を記入して下さい。［注］当協会より，受験申請書の記載内容について本人宛に確認する場合

があります。そのため，電話番号及び FAX 番号は必ず記入して下さい。 

Ｑ２：二次新規試験，二次再試験の受験票はいつ頃届きますか。 

Ａ２：一次試験結果通知と同じ時期になります。［注］日付は，『日程表』で確認して下さい。 

Ｑ３：訓練実施記録の訓練時間に（延時間）とありますがどの様な意味でしょうか。 

Ａ３：例えば，2007/10/01 9:00～10:00(1h), 2007/10/01 15:00～18:00(3h)で訓練を実施した場合，同じ訓練内容であれば

2007/10/01 は 4.0 時間として記入できます。また，同じ訓練内容で 2007/10/01 9:00～18:00(8h),2007/10/02 9:00～

18:00(8h)の様に２日程度の連続した訓練の場合，2007/10/01～2007/10/02 16.0 時間と記入できます。 

Ｑ４：OJT（On the Job Training ）は訓練時間として認められますか。 

Ａ４：認められますが，OJT は教育訓練の目的が明確であることと教育指導者がいることが前提となります。したがって，

訓練実施記録には，他の訓練と同様に何を習得するための訓練かを明確に記載し，訓練実施者（教育指導者）の氏名記載

が必要となります。提出いただいた訓練実施記録で OJT の内容が読み取れない場合は，より細かい訓練（OJT）計画書を

提出いただく場合があります。また，訓練実施期間が長期に渡る場合は，本記事に記載の「（ｆ）訓練実施記録の訓練期

間が詳細に記載されていない」と同様に訓練内容と訓練期間を細かく記載することが必要となります。 

（ｆ）訓練実施記録の訓練期間が詳細に記載されていない： 

訓練内容ごとの訓練実施期間（訓練を開始した日から終了した日まで）の記載について，ひとつの訓練内容で長期

間の記載をするのは，訓練内容と訓練実施日の繋がりが不明確とみなされる。よって，下記の例に倣って具体的な訓

練内容と正確な訓練実施日を記入下さい。訓練実施記録は，1 枚にまとめる制限は設けていないので，必要に応じて

（訓練を行った）訓練者に依頼し，複数枚の訓練実施記録を作成してもらうこと。 



ＲＴレベル３ 二次Ｃ３（手順書）試験のポイント 

 
1. はじめに 

RT レベル 3 の二次試験は，一般試験（C1），専門試験

（C2）及び NDT 手順書作成（C3）で実施され，NDT 手

順書を作成する C3 問題は 70％以上の得点で合格となる。

放射線検査 NDT 手順書の作成については，当協会発行の

放射線試験Ⅲの第 13 章に各種のサンプルが示されてい

るので参照されたい。本稿では，この参考書（以下ＲⅢ

とする）に記述されている水圧鉄管の放射線検査 NDT 手

順書を例にとって，解答におけるポイントを示す。ただ

し，ここでの記述は要点のみであり，実際の解答にあた

ってはこの内容に自らの文章で肉付けする必要がある。

なお、ISO9712:1999 をベースにした JIS Z 2305:2001 に基

づく技術者の資格認証では，それ以前から一般的に使用

されていた用語の「非破壊検査要領書」と同等の意味で

「NDT 手順書」が用いられている。また，従来「手順書」

と呼ばれていたものは，「NDT 指示書」とされた。すな

わち，JIS Z 2305:2001 における非破壊検査技術文書は，

「NDT 仕様書」，「NDT 手順書」及び「NDT 指示書」と，

いずれも「NDT」の文字を冠して従来の用語からの変更

を示すこととした。残念ながら，未だにこの用語の使用

に混乱を来している事実があり，十分に注意されたい。 

 

2. NDT 手順書作成問題解答のポイント 

 NDT 手順書は，NDT 仕様書に基づいて作成されるべ

きものである。NDT 仕様書は，発注者が作成して検査実

施者に提示されるもので，検査対象物に関係する各種法

規・基準に基づいて作成されている。したがって，試験

問題は NDT 仕様書を提示して，これに対応した NDT 手

順書の作成を求めている。 
2.1 NDT 仕様書 

 一例として，検査対象となる水圧鉄管の NDT 仕様書

（抜粋）を示す。紙幅の関係から，図表等については参

考書（ＲⅢ）を参照されたい。

  

4.1 水圧鉄管の仕様 
 仕様を表○（ＲⅢ166 頁表 13.1.1）に示し，縦断

面図を図○（ＲⅢ167 頁図 13.1.1）に示す。 
4.2 溶接継手の仕様 
(1)材質と板厚 

溶接継手の材質と板厚及び継手数を表□（ＲⅢ

167 頁表 13.1.2）に示す。 
(2)開先形状と溶接方法 

継手の開先形状を図□（ＲⅢ168 頁図 13.1.2）

に示す。また，溶接方法と予熱及びパス間温度を

表▽（ＲⅢ168 頁表 13.1.3）に示す。 
5. 検査範囲 
 撮影の抜取率は，表○（ＲⅢ168 頁表 13.1.4）

とし，撮影位置は ・・・以下省略・・・ 
6. 検査時期 
 SHY685 は溶接終了時から 24 時間経過後とする。

7. 非破壊試験方法の適用区分 
 非破壊試験方法の適用区分は，原則として WES 

2004（鋼溶接部の非破壊試験適用通則）に規定さ

れている適用区分Ⅱ-a による。 
8. 非破壊試験施工方法の確認試験 
(1) NDT 手順書 

 受注者は，NDT 手順書をあらかじめ発注者に提

出し，承認を受けなければならない。・・中略・・

なお，確認試験は，WES 2005（鋼溶接部の非破

壊試験施工方法の確認試験）による。 
(2) 試験方法と溶込み不良の検出 
  省略 
(3) 試験装置及び材料 
  省略 
(4) 確認試験の省略 
  省略 
9. 放射線検査 
(1) 試験方法 
 JIS Z 3104:1995 の像質区分 A 級によって行う。 
(2) 合否判定基準 
  表○（ＲⅢ170 頁表 13.1.5）に示す寸法を超え

るきずは不合格とする。きずの種類及び寸法の判

別が困難な場合には，精密試験を行う。 
(3) 不合格の場合の処置 
  省略 

・・・以下省略・・・ 

1. 適用範囲 
 本 NDT 仕様書は，○○構造物の検査に適用する。

2. 準拠法規 
 発電用水力設備に関する技術基準を定める省令 
3. 検査技術者 
 JIS Z 2305:2001 に規定する技術者が実施する。 
4. 検査対象物 



2.2 NDT 手順書に求められる項目 

 ここからが解答の具体的内容となる。まず，NDT 手順

書に書き込むべき項目について考えてみたい。この NDT

仕様書に対しては，次のような項目が必要になる。 

（１） 適用範囲 

（２） 透過写真の像質区分 

（３） 使用装置及び材料 

（４） 試験範囲 

（５） 円周溶接継手の分割数と試験部の有効長さ 

（６） 撮影配置と露出条件 

（７） 透過写真の必要条件 

（８） きずの像の分類 

（９） 合格基準 

（10） 試験結果の記録 

 NDT 手順書に書き込むべき項目は，各種の構造物での

標準的なものに加えて，検査対象物として指定された構

造物に対して放射線検査を施工する上で，特に配慮すべ

き項目が重要である。ここでの NDT 仕様書では，WES 

2004 を呼び出し，検出すべききずを明確にして，そのき

ずが確実に検出できるように WES 2005 を用いて作成し

た NDT 手順書の妥当性を検証することを求めている。

ここで，上記の項目では（５），（６）及び（７）の設定

内容によってこの要求事項が達成できるか否かが決定づ

けられることになる。当然のことながら，これらの項目

については，非破壊試験施工方法確認試験の要求の有無

に関わらず，NDT 手順書の中核を占めることとなる。 

2.3 NDT 手順書における具体的記述例 

NDT 手順書の記述においては，具体的内容を書き込む

ことが必要である。例えば，合格基準の項目において，

「JIS Z 3104 の 2 類以上とする。」の記述では，間違いで

はないが，発注者に提示する NDT 手順書としては十分

ではない。きずが検出された場合，提示されている検査

対象物に対応して，母材の厚さに応じて許容されるきず

の種類と寸法を明示していくことが必要である。この視

点で，NDT 手順書のいくつかの項目の例示を行う。 

(1)円周溶接継手の分割数と試験部の有効長さ 

管胴円周溶接継手に対する分割数と試験部の有効長さ

を表１に示す。なお，試験部の有効幅は，管内面の余盛

の止端部から＋5 mm(余盛幅＋10 mm)とする。 

(2)撮影配置及び露出条件 

撮影配置を図１に示す。また，参考露出条件を表２（こ

こでは省略するが必須）に示す。長手継手は外面から照

射する。円周継手は，内面から照射する。透過度計は，

試験部の線源側の表面に溶接継手をまたいで，有効長さ

の両端付近に，透過度計の最も細い線が位置するように

各 1 個置く。この際，細線が外側になるようにする。 

階調計は，試験部の有効長さの中央付近のフィルム側

に 1 個置く。継手の両側で母材の厚さが異なる場合は，

厚い方の母材部側に置く。 

試験部の有効長さの端，撮影日，母材の厚さ，継手記

号及び撮影番号を示す記号を試験部の線源側表面に置く。 

表１ 継手分割数及び試験部の有効長さ 

内径 

（mm） 

１継手の分割数 試験部の有効長さ

（mm） 

6,000 53 356 

4,000 36 350 

3,500 32 344 

 

図１ 撮影配置 

(3)透過写真の必要条件 

 (a)識別されなければならない透過度計の線径は，表３

（ここでは省略するが必須）に示す線径以下とする。 

 (b)試験部のきず以外の部分の濃度は，1.3 以上，4.0 以

下とする。 

 (c)階調計の「濃度差／濃度」は，表４（ここでは省略

するが必須）の値以上とする。 

 (d)溶接部の位置，試験部の有効長さを表す記号などが

識別できること。 

以上の点を注意して解答にあたっていただきたい。 


